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途を辿っている2。一方で、日本における外国人労働者数は約 128 万人となり、うち 259,604
人（20.3％）は「資格外活動（留学）」を持つ外国人留学生（以下、留学生）が占め、サー
ビス業や卸売業・小売業界の人手不足を留学生が補っている実態が明らかになっている3。










いる。また、「日本再興戦略 2016」5）  では、外国人留学生の日本国内での就職率を現状の









                                                  
1 静岡大学 国際連携推進機構 特任准教授（元 星城大学 リハビリテーション学部 准教
授） 
2 独立行政法人日本学生支援機構（以下、JASSO）が発表した「平成 29 年度外国人留学
生在籍状況調査結果」によると、平成 29 年 5 月 1 日現在の外国人留学生数は 267,042 人
となり、過去最高を記録している 1)。 
3 平成 30 年１月に厚生労働省が発表した「『外国人雇用状況』の届出状況まとめ（平成 29
年 10 月末現在）」2)によると、留学生が従事する主な産業は、「宿泊業、飲食サービス業」






調査実施期間は平成 29 年 9 月 19 日～20 日で、質問紙（日本語）による無記名式のアンケ










 本調査の有効回答者 94 名の出身国（地域）は、表 1 の通りである。回答者の 6 割が非
漢字圏出身者（ベトナム、ネパール、モンゴル）であった。また男性回答者に比べ、女性





 学年別回答者数は、1 年生 35 名（37.2％）、2 年生 26 名（27.7％）、3 年生 16 名（17.0％）、
4 年生 17 名（18.1％）である。また、回答者の平均年齢は 22.9 歳で、在日期間は、「2 年
～3 年未満」が 26 名（28.0％）、「3 年～4 年未満」が 23 名（24.7％）、「1 年～2 年未満」
が 22 名（23.7％）と続いた。「1 年～4 年未満」の回答者が約 8 割を占めているのは、本
調査の回答者の約 7 割が 1、2 年生であったことによるものと思われる。回答者の居住地
は、地方都市市内が最も多く、69 名（74.2％）で、次いで大学所在地の市内 21 名（22.6％）、
その他 3 名（3.3％）である。 
 表 2 は、同居人の有無を示している。回答者のうち、同居人のいる留学生は 58 名（62.4％）、
単身留学生は 35 名（37.6％）で、同居人のいる留学生が単身留学生の約 2 倍を占めた。
特にベトナム、モンゴル、ネパール、台湾出身者の同居率が高かった。なお、同居人の内
訳は、「留学生」（29 名：50％）、次いで「配偶者、家族・親戚」（23 名：39.7％）となっ
ている。JASSO（2016）の平成 27 年度調査では、同居者のいる割合は 49.8％、単身者の
割合は 49.2％であったため、本調査回答者は全国平均に比べ同居率が高く、また、「配偶
                                                  
4 131 名の性別の内訳は、男性 50 名（38.2％）、女性 81 名（61.8％）であった。 
5 星城大学研究倫理委員会 承認番号：2017C0003（2017 年 8 月 31 日） 
6 本調査票は、JASSO の「平成 27 年度  私費外国人留学生生活実態調査」を踏襲した設問と、
アルバイトに関する意識を問う設問（本稿の表 11、12、13）とによって構成されている。  
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 表 3 に、アルバイト従事の有無を示す。本調査においてアルバイトに従事している留学



























 表 6 に 1 ヶ月の主な収入の平均金額、表 7 に 1 ヶ月の主な収支の平均金額を示す。収入
の平均金額は 135,827 円で、支出の平均金額は 114,774 円であった。JASSO（2016）の












表 7：1 ヶ月の主な支出の平均金額(円） 
 
 











 表 9 に主なアルバイト先を示す。アルバイト先の業種は、飲食業が 46.1％、コンビニエ
ンスストアおよびその他販売店である小売業が 43.5％で、約 9 割を占めている。また、表
10「アルバイトの職種（複数回答）」から、アルバイトにおいて留学生が従事している職
























次に、表 12 に「アルバイトに対する満足度」を示す 。表 12 に示す 10 項目について「満
足している」から「満足していない」までを 5 から 1 の数値で選択する 5 件法で尋ねたも











また、表 13 は「アルバイトに対する意見」を示している。アルバイトに関する 11 項目
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